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本
書
の
構
成

　第
一
部
第
一
章
で
は
、『
栄
花
物
語
』
を
読
解
し
、「
殿
」（
藤
原
道
長
）
が
臨
終
を
迎
え
る
御
堂
を
「
建
て
る
」

時
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
臨
終
の
場
所
を
「
建
て
る
」
時
の
動
機
、
目
的
、
方
法
を
解
明
す
る
こ

と
を
試
み
た
論
考
で
あ
る
。

　第
二
部
は
、
三
章
構
成
と
し
、
臨
終
の
場
所
に
「
住
ま
う
」
こ
と
の
あ
り
方
と
そ
の
「
場
所
」
の
構
造
究

明
を
試
み
て
い
る
。
第
二
章
は
、
第
一
章
の
論
考
を
受
け
て
、『
栄
花
物
語
』
巻
三
十
〈
つ
る
の
は
や
し
〉
に

叙
述
さ
れ
て
い
る
殿
の
臨
終
場
面
を
研
究
対
象
と
し
、
殿
が
臨
終
の
時
に
営
ん
だ
住
ま
い
の
あ
り
方
と
そ
の

諸
場
所
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
章
は
、『
栄
花
物
語
』
で
語
ら
れ
た
殿
の
臨
終
の
住
ま

い
の
原
型
を
示
し
て
い
る
『
往
生
要
集
』〈
臨
終
行
儀
〉
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
臨
終
の
住
ま
い
」

の
原
理
的
究
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
章
で
は
、形
式
化
さ
れ
た
臨
終
の
住
ま
い
の
事
例
と
し
て
「
臨

終
行
儀
」
を
取
り
あ
げ
、『
往
生
要
集
』
を
介
し
て
営
ま
れ
た
臨
終
の
住
ま
い
の
諸
形
式
の
特
徴
と
形
式
化
の

あ
り
様
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
諸
形
式
を
通
し
て
み
ら
れ
る
場
所
的
特
性
を
「
臨
終
の
住
ま
い
」
の

形
式
的
特
質
と
し
て
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

　第
三
部
も
、
三
章
か
ら
成
り
、『
往
生
要
集
』
の
臨
終
行
儀
を
ふ
ま
え
て
営
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
住
ま
い

の
諸
事
例
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
個
々
に
つ
い
て
建
築
論
的
に
論
考
を
試
み
て
い
る
。
第
五
章
は
、『
往
生
要
集
』

以
後
の
臨
終
の
住
ま
い
の
歴
史
的
展
開
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
六
章
は
、
臨
終
の
住
ま

い
の
形
式
化
と
い
う
観
点
か
ら
、「
迎
講
」
の
形
式
と
内
容
、
そ
し
て
「
迎
講
」
の
形
式
変
化
の
様
子
を
明
ら

か
に
し
た
。
第
七
章
で
は
、
形
式
変
化
を
と
も
な
っ
て
史
的
に
展
開
し
て
き
た
迎
講
の
集
大
成
的
な
位
置
づ

け
を
担
っ
て
い
る
当
麻
寺
の
練
供
養
の
舞
台
空
間
の
構
造
と
建
築
的
意
義
を
そ
の
形
と
意
味
に
着
眼
し
て
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　以
上
の
構
成
で
、
浄
土
教
建
築
に
お
け
る
「
臨
終
の
住
ま
い
」
の
建
築
論
的
研
究
を
試
み
て
い
る
。



古来、我が国では仏教美術にみられる荘厳の本質を死生の営み
の問題として捉えてきた。本書は『栄花物語』、『往生要集』に
記された「臨終行儀」や「迎講」を通して、臨終の住まいの史
的展開と成立構造を明らかにした学際的研究の公刊である。

序

　文

第
一
部

　臨
終
の
場
所
を
「
建
て
る
」
と
い
う
こ
と

第
一
章

　「心
た
く
み
」
と
い
う
こ
と

序
・
一
　「
た
く
み
」
と
い
う
こ
と
・
二
　歌
論
に
見
る
「
心
」
と
「
た
く

み
」・
三
　「
心
た
く
み
」
と
い
う
こ
と
・
結

第
二
部

　「臨
終
の
住
ま
い
」
の
あ
り
方

第
二
章

　『栄
花
物
語
』
の
場
合

序
・
一
　法
成
寺
「
阿
弥
陀
堂
」
に
つ
い
て
・
二
　「
殿
」
と
「
京
極
殿
」・

三
　伽
藍
構
成
と
「
院
」
の
世
界
・
四
　「
殿
」
と
「
阿
弥
陀
堂
」・
五
　「
阿

弥
陀
堂
」
に
お
け
る
「
殿
」
の
臨
終
場
面
・
結

第
三
章

　『往
生
要
集
』
の
場
合

序
・
一
　「
念
仏
の
場
所
」
の
あ
り
方
・
二
　「
念
仏
」
の
あ
り
方
・
三
　臨

終
の
住
ま
い
・
結

第
四
章

　臨
終
行
儀
に
み
る
「
臨
終
の
住
ま
い
」
の
形
式
的
特
質

序
・
一
　臨
終
行
儀
の
形
式
的
特
質
・
二
　臨
終
行
儀
の
形
式
化
・
結

第
三
部

　「臨
終
の
住
ま
い
」
の
諸
相

第
五
章

　『往
生
要
集
』
以
後
の
「
臨
終
の
住
ま
い
」
の
展
開

一
　『
往
生
要
集
』
と
「
臨
終
の
住
ま
い
」・
二
　横
川
首
楞
厳
院
二
十
五

三
昧
の
場
所
・
三
　霊
山
院
釈
迦
堂
と
花
台
院
阿
弥
陀
堂
・
結

第
六
章

　迎
講
の
展
開

一
　迎
講
の
形
式
と
内
容
・
二
　迎
講
の
形
式
変
化
・
結

第
七
章

　当
麻
寺
の
練
供
養

一
　当
麻
寺
練
供
養
の
歴
史
・
二
　当
麻
寺
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
三
　当

麻
寺
の
伽
藍
配
置
・
四
　娑
婆
堂
の
空
間
構
造
・
五
　当
麻
寺
本
堂
の
空

間
構
造
と
意
味
・
六
　来
迎
橋
の
空
間
構
造
・
七
　二
十
五
菩
薩
練
供
養

に
お
け
る
空
間
体
験
と
舞
台
空
間
の
構
造
・
結

結

　語
初
出
一
覧
・
図
版
出
典
一
覧
・
後
記
・
索
引
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